
社 会 科 学 習 指 導 案 
平成30年6月28日（木） 第4校時 2年E組教室 

授業学級  2年E組（40名）                 

授 業 者   

指導教諭   

１ 単元名  「欧米の進出と日本の開国」（産業革命と19世紀ヨーロッパ）           

２ 主 眼 

  19世紀にアジアとヨーロッパの工業生産比が逆転した理由を考える場面で、18世紀後半から19世紀におけるイギリス社会に着目し、 

資料「蒸気機関の改良と影響」などを読み取ることを通して、イギリスでは蒸気機関の改良によって機械化が進み交通網が発達し、そ 

れに伴って資本主義が確立したことや、後にイギリス以外でも産業革命が始まり欧米で工業化が進んだことが分かる。 

３ 本時の位置（全8時間中 第3時） 

  前時：フランス絶対王政やフランス革命について学んだ。 

 次時：ロシアとアメリカの発展について追究する。 

４ 本時の評価規準 

  イギリスでは蒸気機関の改良によって機械化が進み交通網が発達し、それに伴って資本主義が確立したことや、後にイギリス以外で 

も産業革命が始まり欧米で工業化が進んだことを説明している。 

５ 展 開 

段階 学習活動 予想される生徒の反応 ◇教師の指導・援助 時間 備 考 
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１ 資料を読み

取り、学習問

題を設定す

る。 

 

 

 

２ 学習問題に

対して予想を

立てて発表

し、追究の見

通しをもつ。 

 

３ 予想を明ら

かにするため

の資料を読み

取り、分かっ

たことを発表

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の学習

を振り返り、

分かったこと

をまとめる。 

ア アジアの工業の方が進んでいたことが分

かる。 

イ 1880 年からはヨーロッパの割合が大きく

なっていることが分かる。 

ウ 1750 年はアジアの割合が大きいのに、

徐々に欧米の工業生産比が増えている。 

 

エ ヨーロッパ諸国で革命が起こり、社会が安

定したからではないか。 

オ アジアの力が衰えたからではないか。 

カ イギリスを初めとして、ヨーロッパ諸国で

工業が発達したからでないか。 

 

キ 資料 1 から様々な分野で蒸気機関が活用

され、機械化が進んだことが分かる。 

ク 資料 2 から手作業で行っていた紡績が機

械化によって、工場で効率よく行われたこと

が分かる。 

ケ 資料3からイギリスが1800年頃から、綿

布をインドへ輸出していること分かる。 

コ 資料4から鉄道網が拡大し、人・モノの移

動が活発化したことが分かる。 

サ 資料 2 と資料 4 から様々な技術が進歩し

たことで、大量に生産・運搬できるようにな

り経済が発展したことが分かる。 

シ 資料 5 と資料 6 からヨーロッパで産業革

命や資本主義が広がり、経済が発展したこと

が分かる。 

 

 

 

 

 

ス イギリスなどで産業革命が起こり、工業化

が進んだことでヨーロッパの、世界の工業生

産を占める割合が増加したのだ。  

セ 産業革命を経験したヨーロッパはその後

どのように変化するのだろうか。 

ソ イギリスを追い越したアメリカの社会は

どのようなものだったのだろうか。 

◇導入資料を提示し、読み取ったことを

発表するように促す。 

◇イのようにヨーロッパや北アメリカ

の工業生産比が増加していることを

確認した上で、ウのような発言を全体

に位置付け、学習問題を設定する。 

 

◇ワークシートを配付し、学習問題に対

する予想を記入するように促す。 

◇カのように、ヨーロッパ諸国の工業化

に着目している生徒の発言を全体に

位置付け、学習課題を設定する。 

 

◇資料２～８を配付し、資料から読み取

れることをワークシートに記入する

ように促す。 

◇机間指導を行い、それぞれの資料をど

のように読み取って考えているのか

を確認しながら、指名計画を立てる。 

◇一つ一つの資料の読み取りで終わっ

ている生徒には、資料相互の関連につ

いても考えていくように促す。 

◇ワークシートに記入したことを発表

するように促す。 

◇サやシのように、イギリス社会につい

て、複数の資料を関連付けながら多角

的に考察している生徒の発言を全体

に位置付けながら板書し、産業革命の

波及について確認する。 

 

 

 

 

◇授業を振り返り、学習問題に対して分

かったことをワークシートに記入し、

発表するように促す。 

◇スやセのように、ヨーロッパ以外の地

域における変化について興味・関心を

もつ生徒の考えを紹介し、次時の学習

へつなげていく。 
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導入資料１ 

「アジアと

ヨーロッパ」 

導入資料2 

「各国の工

業生産比」 

 

ワークシー

ト 

 

 

 

 

資料1「蒸気

機関の改良

と影響」 

資料２「伝統

的な糸つむ

ぎと紡績機

による糸つ

むぎ」 

資料3「イギ

リス綿布と

インド綿布」 

資料4「鉄道

網の広がり」 

資料5「資本

主義の社会」 

資料6「各国

の産業革命

の開始時期」 

 

６ 反 省 

学習問題：なぜアジアとヨーロッパの工業生産比が逆転したのだろう。 

学習課題：18世紀後半から19世紀におけるヨーロッパに着目して調べよう。 

 

本時の評価規準に達していない生徒への手だて 

①資料 1と資料 2から過去の工業形態と比較しながら、綿工業の発展と生産力増大につ

いて共に考える。 

②鉄道網の発達と工業発展を関連付けられない生徒には、交通網が発展することでどの

ような利点があるのかを共に考える。 



資料１ 蒸気
じょうき

機関
き か ん

の改良と影響             資料2 伝統的な糸つむぎと紡績機
ぼうせきき

による糸つむぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料3 インドの綿布とイギリス綿布           資料4 鉄道網の広がり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料5 社会の変化                   資料6 各国の産業革命の開始時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来では小さな糸車を使い、手作業によって家庭で

行われていた。綿織物
めんおりもの

の需要増に対応するために「機

械化」が進んだ。蒸気機関を活用した紡績機が工場で

導入され、綿織物の大量生産が可能になった。 

ワットによって蒸気機関が改良された。この蒸気機

関で動く機械が使われ始め、製鉄や綿製品の生産でも

利用された。また、蒸気機関が交通機関にも応用され、

蒸気機関車や蒸気船が開発された。 

ヨーロッパにインドから手織りの綿織物が輸入さ

れ、軽さと丈夫さなどから人気商品になった。イギリ

スはインドから多くの綿織物を輸入していたが、国

内でも綿織物の生産を行うようになり、その関係は

逆転した。 

各地の工場に原料を運び、また製品を市場に運ぶ

ための交通機関が発達した。1830年代にイギリスで

鉄道が開通し、運送の速度と輸送量の大幅な拡大を

もたらした。19世紀末にはヨーロッパ全体に鉄道網

が広がった。 

産業革命はイギリスから始まった。19世紀には各

国で産業革命が始まった。ドイツでは、綿織物など

の軽工業はすでにイギリス製品に太刀打ちできなか

ったので、製鉄や機械などの重工業が発展した。 

資本家 

労働者 

資本（事業運営のための資金）を持つ者 

経営者 

資本家に雇われ、賃金をもらって働く者 

「資本
しほん

主義
しゅぎ

」…資本家が利潤
りじゅん

（もうけ）を目的と

して、土地や工場、材料をそろえ、労働者を雇って

生産活動を行う経済のしくみ。ヨーロッパでは、イ

ギリスで起こった産業革命によって確立した。 

資本主義の下では利益拡大のために競争しなが

ら自由に生産や取り引きができ、経済が発展した。 



 導入資料  

 

 

 



板書計画 




